
責任者 野村　恭子 分担者

1

2

3

4

5

6

7

8

野村　恭子

富永健一郎

その他特記事項

履修に関する情報：社会人大学院生など，勤務等で実習に出席できない場合には日程の調整に応じま
す。
教科書・参考文献：必要に応じて資料を配付する。または，文献を指定する。
自学自習時間における学習内容：到達目標や授業内容に応じた準備学習を行うことが望ましい。
“WebClass”の視聴期間：４月下旬頃から12月31日まで

成績評価の基準と方法

セミナー室およびWebClassでの講義30時間＋自学自習15時間，計45時間で1単位，評価は出席状況，態
度，提出したレポートの内容等を総合的に評価して行う。

問い合わせ先(氏名，メールアドレス等）

富永健一郎，ttominaga@med.akita-u.ac.jp

生活習慣と社会的健康決定因子

衛生学・公衆衛生学
〔WebClass〕

公衆衛生概論　1. 公衆衛生の基本概念

公衆衛生概論　2. 予防医学と健康保持増進

環境保健総論

産業保健総論

授業計画

授業の概要及び到達目標
担当教員名

講座名
〔実施場所〕(授　　　業　　　内　　　容）

環境保健各論　1. 空気と水

環境保健各論　2. 物理的環境

医療・保健制度

岩倉　正浩

科目区分 専門科目・社会医学系

授業科目名 地域医療政策と環境保健

担当者名 岩倉　正浩、富永　健一郎

授業の目的：現代の地域が抱える医療問題を環境保健，産業保健および地域保健の観点から理解する
ことを目的とする。

授業の到達目標：地域の保健・医療課題を社会医学的的観点から理解し，説明することを目標とする。

単位数 1単位（選択） 配当年次 １，２年次

授業形態

開講曜日・時間 オンディマンド

授業の概要・到達目標

講義 (WebClass) 実施場所 授業計画の〔実施場所〕を参照

開講期間 科目履修登録終了後に受講者へメールで連絡します 


